
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
平
成
二
九
年
三
月
に
公
示
さ
れ
た
。
今
後
、

移
行
期
間
に
入
り
平
成
三
二
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
る
。
今
回
、
読
ん
で

み
て
小
学
校
に
お
け
る
語
童
指
導
の
充
実
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
を
改

め
て
知
っ
た
。
語
章
指
導
に
つ
い
て
日
本
語
学
の
方
か
ら
日
頃
考
え
て

い
る
こ
と
を
述
べ
て
、
新
た
な
教
材
化
の
視
点
を
提
示
す
る
。
紙
数
の

関
係
か
ら
取
り
上
げ
る
の
は
「
上
位
語
・
同
位
語
・
下
位
語
」
「
対
義

語
」
「
慣
用
句
」
「
諺
と
故
事
成
語
」
「
熟
語
の
構
成
（
接
頭
語
・
接
尾

語
・
複
合
語
・
連
濁
等
匡
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
皿
小
学
校
、
語
章
指
導
、
上
位
語
・
同
位
語
・
下
位
語
、

対
義
語
、
慣
用
句
、
諺
、
故
事
成
語
、
熟
語
の
構
成

小
学
校
に
お
け
る
語
重
指
導
を
め
ぐ
っ
て

は
じ
め
に

あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
語
章
を
豊
か
に
す
る
こ
と
。

と
あ
る
。
（
傍
線
堀
畑
以
下
同
じ
。
）

〔
第
３
学
年
及
び
第
４
学
年
〕
の
「
２
内
容
」
の
（
１
）
オ
に
は
、

一
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
と
語
堂
指
導
の
観
点

〔
第
１
学
年
及
び
第
２
学
年
〕
の
「
２
内
容
」
の
（
１
）
オ
に
、

よ
る
語
句
の
ま
と
ま
り
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
語
章
を
豊
か

に
す
る
こ
と
。

〔
第
５
学
年
及
び
第
６
学
年
〕
の
「
２
内
容
」
の
（
１
）
オ
に
は
、

オ
身
近
な
こ
と
を
表
す
語
句
の
量
を
増
し
、
話
や
文
章
の
中
で

オ
様
子
や
行
動
、
気
持
ち
や
性
格
を
表
す
語
句
の
量
を
増
し
、

オ
思
考
に
関
わ
る
語
句
の
量
を
増
し
、
話
や
文
章
の
中
で
使
う

話
や
文
章
の
中
で
使
う
と
と
も
に
、
言
葉
に
は
性
質
や
役
割
に

堀
畑
正
臣

－52－
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